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１ ． はじ めに

　 SEM 観察において非導電性試料に対する導電性処理は重要な前処理技術である． 一般的にはカ ーボ

ン蒸着， イオンスパッ タ 処理等が広く 普及し ているも のと 思われる．

　 他方， イオン研磨（ ド ラ イ 研磨） による断面試料作成技術が広く 普及し ， 低加速電圧による最表面

観察が多く なっ た現在， ド ラ イ 研磨面にカ ーボン蒸着膜， スパッ タ 膜を 施すこ と は清浄なド ラ イ 研磨

面の表面情報を隠し てし まう こ と になる． こ のよう な場合はド ラ イ 研磨面を最小限残し つつ周囲を 導

電性ペースト で塗布， 囲むこ と で擬似的な導電性を 確保する．

２ ． 導電性ペースト

　 導電性ペースト にはカ ーボンまたは銀ペースト などがあるが我々は元素分析（ EDS） に影響が少ない

カ ーボンペースト を多用し ている． 銀ペースト はペースト 構成組成から 影響を 受ける可能性がある．

なお， 市販のカ ーボンペースト は溶媒の違いから 大き く ２ つ存在し ， I PA（ イ ソ プロピルアルコ ール）

と 水（ 水溶性） のも のがある． I PA は速乾性である．

３ ． ペースト の塗布について

　 我々はこ れまでカ ーボンペースト を 塗布する際には I PA 溶媒のペー

スト を 使用し ， 実体顕微鏡下で楊枝を 用い精細な塗布作業を行っ てい

た(図１ )． こ の方法で対応可能ではあっ たが， 溶媒の過不足による粘度

不良による塗り にく さ ， 特に絶縁物に対し ては塗布する面積が多いほ

う がチャ ージアッ プを 抑えるこ と ができ るが界面観察など微小領域を

扱う と き など致命的な塗り 損ねが起き るこ と があっ た． こ の場合はイ

オン研磨から やり 直し を 強いら れるこ と も あっ た．

４ ． あら たな試み

　 最近， 某電顕試料用基材販売会社から 水溶性のカ ーボンペースト が

安価で販売さ れた． こ れまで我々は楊枝を 使っ た方法で塗布を し てい

たが水溶性カ ーボンペースト は墨汁に酷似し ている点から 筆に置き 換

えて塗布するこ と を 試みた(図２ )． 水溶性ペースト は筆と の親和性が大

変良く 繊細な塗布作業にも 適し ているこ と が分かっ た． また， いわゆ

る書道での硯墨， 液墨も 同様であるこ と から 固形墨※の流用も 検討し 良

好な結果が得ら れた．

※書道で用いら れる固形墨は煤と 膠を練っ たも のでカ ーボンブラ ッ ク が主成分であるがこ こ では黒鉛を用いた固形墨を用いた．

図１  楊枝による塗布例

   （ IPA カ ーボンペースト ）

図２  筆による塗布例

    （ 水溶性カ ーボンペースト ）
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